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○
理
事
長
挨
拶 

 

平
成
十
七
年
度
は
、
財
団
法
人
東
方
研
究
会
・
東
方
学
院
創

立
者
中
村
元
先
生
の
七
回
忌
に
あ
た
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
よ
り
の
直
接
、
間
接
の
厚
い
ご
支
援
、
あ
る
い
は
時

に
は
温
情
あ
る
ご
叱
咤
を
頂
き
、
こ
れ
ま
で
創
立
の
意
志
を
受

け
継
ぎ
、
〃
人
間
〄
の
回
復
を
め
ざ
し
て
、
財
団
法
人
東
方
研
究

会
・
東
方
学
院
は
微
力
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
過
ぎ
た
七
年
と
い
う
歳
月
を
振
り
返
っ
て
ば
か
り
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
ま
た
更
な
る
発
展
を
願
い
、
さ
ら

な
る
精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

○
平
成
十
七
年
度
の
行
事 

 

新
春
祝
賀
会 

 

三
月
十
五
日
（
火
）
、
文
京
区
湯
島
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

に
て
講
演
お
よ
び
新
春
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
演
の
部
で
は
、
二
宝
船
舶
社
長
の
田
中
敬
一
氏
が
「
村
上

素
道
老
師
の
思
い
出
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
氏

は
東
方
研
究
会
が
行
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
派
遣
留
学
生
事
業
の
創

設
と
維
持
に
深
く
か
か
わ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
奈
良
県

の
薬
師
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
派
遣
留
学
生
に
よ
る
講
演

会
は
、
以
前
、
熊
本
県
の
聖
護
寺
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
聖
護
寺
の
中
興
開
山
が
演
題
の
村
上
老
師
で
す
。
ま
た
村

上
老
師
は
蓮
月
尼
の
研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
講

演
で
は
、
平
成
十
六
年
二
月
に
復
刻
さ
れ
た
『
村
上
素
道
老
師

集
』
全
七
巻
（
国
際
禅
道
場
鳳
儀
山
聖
護
寺
護
持
会
）
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

次
い
で
、
永
ら
く
東
方
学
院
講
師
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
第
二

代
の
東
方
学
院
長
で
あ
っ
た
三
枝
充
悳
先
生
の
最
終
講
義
「
東

方
研
究
会
・
東
方
学
院
を
語
る
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
引
き
続
き
新
春
祝
賀
会
が
、
一
〇
〇
名
近
い
方
々

に
ご
列
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
回
清
水
寺
仏
教
文
化
講
座 

五
月
二
十
九
日
（
日
）
、
島
根
県
安
来
市
の
清
水
寺
様
と
の
共

催
、
安
来
市
教
育
委
員
会
の
後
援
で
第
二
回
清
水
寺
仏
教
文
化

講
座
が
清
水
寺
光
明
閣
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

講
演
者
・
演
題
は
、
水
上
文
義
先
生
（
東
方
学
院
講
師
）「
神

と
仏
の
出
会
い 

神
仏
習
合
思
想
」、
前
田
專
學
先
生
（
東
方
学

院
学
院
長
）
の
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
神
道
」
で
し
た
。 

 

第
十
五
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座 

 

八
月
二
十
六
日
（
金
）
、
鎌
倉
市
の
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
に
て

第
十
五
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
・
演
題
は
、
加
藤
純
章
先
生
（
麗
澤
大
学
教
授
・
名
古

屋
大
学
名
誉
教
授
）「
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
「
非
暴
力
」
の
背

景
」
。
田
村
晃
祐
先
生
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
「
人
間
平
等
の

思
想─

一
乗
思
想
の
根
拠─

」、
奩
田
茂
穗
先
生
（
鶴
岡
八
幡
宮

宮
司
）
「
源
義
経
と
静
御
前
」
で
し
た
。
三
先
生
の
ご
講
演
は
、

前
田
專
學
学
院
長
の
挨
拶
と
あ
わ
せ
て
、『
東
方
』
第
二
十
一
号

に
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

第
十
五
回
中
村
元
東
方
学
術
賞 

 

十
月
十
日
（
月
）
、
東
京
九
段
の
イ
ン
ド
大
使
館
講
堂
に
て
、

第
十
五
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
木
村
清
孝
博
士
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
長
）
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
木
村
博
士
は
華
厳
思
想
を
中
心
と
す
る
東

ア
ジ
ア
仏
教
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
授
賞
式
に
は
、
駐
日
イ
ン
ド

大
使
マ
ニ
ラ
ル
・
ト
リ
パ
テ
ィ
閣
下
の
代
理
と
し
て
ラ
ム
・
ア

ッ
パ
ガ
ニ
、
イ
ン
ド
大
使
館
二
等
書
記
官
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

東
方
研
究
会
、
イ
ン
ド
大
使
館
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念

品
が
木
村
博
士
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
ビ
ザ
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
九
十
名
近
い
出
席

者
を
迎
え
、
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

第
六
回
東
方
学
院
・
酬
仏
恩
講
合
同
講
演
会 

 

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）、
奈
良
西
ノ
京
の
薬
師
寺
の
慈
恩
殿

に
て
合
同
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
講
演
は
、
ア
ジ
ア
諸

国
派
遣
留
学
生
の
帰
朝
報
告
を
兼
ね
て
、
薬
師
寺
内
に
設
け
ら

れ
た
酬
仏
恩
講
様
と
合
同
で
、
薬
師
寺
様
の
後
援
を
得
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
の
講
師
・
演
題
は
、
吉
村
均
氏
（
東

方
研
究
会
研
究
員
・
平
成
十
四
年
度
派
遣
）
の
「
ネ
パ
ー
ル
で

学
ん
だ
こ
と 

イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
受
け
つ
が
れ
た
智

慧
」、
畠
中
光
享
先
生
（
日
本
画
家
・
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
）

の
「
仏
の
か
た
ち
」
で
し
た
。 

 

平
成
十
七
年
度
公
開
研
究
会 

 

本
年
度
は
以
下
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
回
、
五
月
十
九
日
（
木
）、
武
田
浩
学
研
究
員
「
な
ぜ
人

を
殺
し
て
は
い
け
な
い
の
か
―
空
思
想
研
究
者
の
教
証
と
念
仏

実
践
者
の
信
証
―
」
。
第
二
回
、
六
月
十
六
日
（
木
）
、
吉
村
均

研
究
員
「
オ
ー
プ
ン
で
な
い
知
に
つ
い
て
―
仏
教
の
空
と
神
秘

主
義
―
」
。
第
三
回
、
七
月
二
十
一
日
（
木
）
、
鈴
木
一
馨
研
究

員
「
禅
宗
と
風
水
の
微
妙
な
関
係
―
知
ら
れ
ざ
る
禅
と
と
も
に

入
っ
て
き
た
中
国
文
化
―
」
。
第
四
回
、
九
月
八
日
（
木
）
、
立

花
弥
生
研
究
員
「
鎌
倉
・
長
谷
寺
出
土
写
経
骨
の
思
想
背
景
―

問
題
の
所
在
を
中
心
に
―
」。
第
五
回
、
十
一
月
十
七
日
、
石
川

巌
研
究
員
「
河
西
チ
ベ
ッ
ト
族
へ
の
中
国
民
間
信
仰
の
浸
透
―

敦
煌
チ
ベ
ッ
ト
文
献
Ｐ
．
Ｔ
．
一
二
七
の
分
析
を
中
心
と
し
て

―
」
。
第
六
回
、
十
二
月
十
五
日
（
木
）
、
保
坂
俊
司
先
生
（
麗

澤
大
学
）
「
禅
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
―
こ
の
神
秘
的
同
一
性
に
つ

い
て
―
」
。
第
七
回
、
一
月
十
九
日
（
木
）
、
及
川
弘
美
研
究
員

「
宗
教
体
験
と
し
て
の
バ
ク
テ
ィ
―
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー

タ
ー
』
を
中
心
と
し
て
―
」
。
第
八
回
、
二
月
十
六
日
（
木
）
、

森
和
也
研
究
員
「
十
九
世
紀
日
本
人
の
「
イ
ン
ド
」
発
見
―
平

田
篤
胤
と
近
世
日
本
の
イ
ン
ド
認
識
―
」。 

 

※
平
成
十
八
年
度
の
公
開
研
究
会
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 
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【
お
知
ら
せ
】 

 
○ 
平
成
十
八
年
度
東
方
学
院
新
規
開
設
講
座 

 

平
成
十
八
年
度
か
ら
新
規
開
講
の
講
座
（
講
義
内
容
の
大
幅

な
変
更
等
を
含
む
）
を
以
下
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

東
京
本
校 

・
「
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
入
門
」
田
中
公
明 

講
師
。 

 

火
曜
日
。
一
三
時
～
一
四
時
三
〇
分
。
四
〇
二
号
室
。 

東
京
大
学
講
師
、
利
賀
村
「
瞑
想
の
郷
」
主
任
学
芸
員
。 

 

イ
ン
ド
の
仏
教
は
十
三
世
紀
の
初
頭
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

侵
入
に
よ
っ
て
滅
亡
し
ま
す
。
『
時
輪
タ
ン
ト
ラ
』
は
、
イ
ン

ド
で
成
立
し
た
最
後
の
仏
教
聖
典
で
、
そ
こ
に
は
仏
教
の
宇

宙
論
や
天
文
暦
学
、
人
体
論
や
生
理
学
説
な
ど
、
長
い
期
間

を
経
て
発
展
し
て
き
た
イ
ン
ド
仏
教
の
全
理
論
が
、
体
系
的

に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
の
仏
教
は
、
主
と
し
て
八
世
紀
半
ま
で
の
イ
ン
ド
仏

教
を
受
容
し
た
の
で
、
そ
れ
以
後
の
イ
ン
ド
仏
教
の
展
開
に

つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
わ
が
国
の

仏
教
界
で
は
、
こ
れ
以
後
の
イ
ン
ド
仏
教
は
、
「
衰
退
」
と
か

「
堕
落
」
と
い
っ
た
視
点
で
と
ら
え
ら
れ
、
正
し
く
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
、
『
時
輪
タ
ン
ト

ラ
』
の
概
説
を
通
し
て
、
仏
教
の
故
国
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏

教
の
滅
亡
と
、
そ
の
最
後
の
姿
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 ・
「
比
較
思
想
」
川
崎 

信
定 

講
師
。 

 

木
曜
日
。
一
三
時
～
一
四
時
三
〇
分
。
四
〇
一
号
室
。 

東
洋
大
学
教
授
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、
財
団
法
人
東
洋
文

庫
研
究
員
。 

「
思
想
」
に
関
し
て
「
比
較
」
の
手
法
と
手
続
き
は
な
ぜ
必

要
と
さ
れ
、
ま
た
有
効
で
あ
る
の
か
。
東
西
の
思
想
文
化
圏

に
お
い
て
、
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
、

人
間
に
と
っ
て
の
普
遍
的
問
題
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
、

思
想
を
比
較
し
て
論
ず
る
意
義
を
分
析
い
た
し
ま
す
。 

 

・
「
絵
画
（
宗
教
画
他
）
実
技
」
菅
沼 

荘
二
郎 

講
師
。 

 

土
曜
日
。
一
四
時
～
一
七
時
。
月
二
回
。
菅
沼
ア
ト
リ
エ
。 

 

菅
沼
ア
ト
リ
エ
主
宰
、
画
家
。 

 
 

民
画
、
素
朴
画
、
宗
教
画
の
模
写
（
正
確
さ
を
求
め
な
い
）

と
自
由
創
作
を
行
い
ま
す
。
素
朴
な
絵
画
の
内
に
あ
る
原
初

性
に
触
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
由
創
作
を
豊
か
な
も
の
に
し

ま
す
。
画
材
は
、
紙
、
板
、
キ
ャ
ン
バ
ス
、
鉛
筆
、
パ
ス
テ

ル
、
ア
ク
リ
ル
、
油
絵
の
具
。
好
み
に
応
じ
て
使
い
分
け
ま

す
。 

 関
西
地
区
教
室 

・
「
イ
ン
ド
の
思
想
・
宗
教
を
概
観
す
る
」
山
口 

恵
照 

講
師
。 

月
曜
日
。
一
七
時
～
十
八
時
三
〇
分
。 

真
宗
大
谷
派
茨
木
別
院
。 

大
阪
大
学
名
誉
教
授
。 

イ
ン
ド
に
お
い
て
発
祥
・
光
被
し
、
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
に
伝

播
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
思
想
・
宗
教
（
仏
教
を
含

む
）
を
概
観
し
、
併
せ
て
そ
の
世
界
史
的
・
現
代
的
意
義
を

考
察
し
ま
す
。
西
洋
近
代
の
思
想
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及

ぼ
し
た
点
に
も
言
及
し
ま
す
。 

本
年
度
の
ね
ら
い
は
、
古
今
を
一
貫
す
る
イ
ン
ド
の
思
想
・

宗
教
に
つ
い
て
（
序
）
で
す
。 

 
・
「
法
華
経
の
世
界
」
苅
谷 

定
彦 

講
師
。 

水
曜
日
。
一
九
時
三
〇
分
～
二
十
一
時
。 

真
宗
大
谷
派
茨
木
別
院
。 

種
智
院
大
学
名
誉
教
授
。 

「
法
華
経
」
は
イ
ン
ド
の
仏
教
が
産
ん
だ
宗
教
文
学
の
精
華

で
、
し
か
も
私
た
ち
一
般
の
人
々
に
語
ら
れ
た
「
語
り
も
の
」

で
す
。
こ
の
視
点
か
ら
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
、
法
華
経
の
真

髄
、
仏
教
の
心
を
探
究
し
ま
す
。 

 

関
西
地
区
教
室
で
は
、
主
会
場
が
、
梅
新
イ
ー
ス
ト
ホ
テ
ル

か
ら
真
宗
大
谷
派
茨
木
別
院
（
大
阪
府
茨
木
市
）
に
変
更
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
詳
細
は
「
東
方

学
院
の
手
引
き
」
を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
前
年
度

か
ら
継
続
し
て
開
講
し
て
い
る
講
座
に
つ
い
て
も
、「
東
方
学

院
の
手
引
き
」
を
ご
覧
下
さ
い
。 

  

○ 

第
三
回
清
水
寺
仏
教
文
化
講
座 

島
根
県
安
来
市
の
清
水
寺
様
と
共
催
で
平
成
十
八
年
五
月
二

十
一
日
（
日
）
清
水
寺
光
明
閣
に
て
第
三
回
清
水
寺
仏
教
文
化

講
座
が
開
か
れ
ま
す
。 

 ○
第
十
六
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
授
賞
式 

 

平
成
十
八
年
十
月
十
日
（
火
）
に
第
十
六
回
中
村
元
東
方
学

術
賞
授
賞
式
が
イ
ン
ド
大
使
館
講
堂
に
て
行
わ
れ
ま
す
。 

 

○
中
村
元
博
士
七
回
忌
記
念
関
連
の
出
版 

『
構
造
倫
理
講
座
』
全
三
巻
。
春
秋
社
。 

雑
誌
『
あ
す
あ
す
あ
す
』（
本
願
寺
維
持
財
団
編
）
に
昭
和
五

十
六
年
五
月
号
か
ら
平
成
八
年
三
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
、
生
前

に
未
刊
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
「
構
造
倫
理
講
座
」
を
、
七
回

忌
を
記
念
し
て
、
東
方
研
究
会
の
編
集
で
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。 

『KAWADE

道
の
手
帖 

中
村
元
』
河
出
書
房
新
社
。 

中
村
元
先
生
の
学
問
へ
の
入
門
書
と
し
て
、
河
出
書
房
新
社

の
同
タ
イ
ト
ル
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
東

方
研
究
会
・
東
方
学
院
に
関
係
の
深
い
諸
先
生
方
よ
り
の
寄
稿

が
あ
り
、
ま
た
巻
末
の
「
中
村
元
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
」
は
、
東
方

研
究
会
研
究
員
の
分
担
執
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

 

普
通
会
員
募
集 

  

普
通
会
員
に
な
っ
て
頂
く
と
、
定
期
刊
行
物
『
東
方
』 

の
他
、
催
し
物
、
会
合
の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

年
会
費
、
五
千
円
。 

 

賛
助
会
員
募
集 

  

財
団
法
人
東
方
研
究
会
で
は
賛
助
会
員
を
募
っ
て
お
り 

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
賛
助
会
費 

は
一
口
、
一
万
円
で
す
。 

 

※ 

詳
し
く
は
東
方
研
究
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下 

さ
い
。 


